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     This study examined the effectiveness of insulation 
for energy saving. Two differently structured buildings 
were employed for this study: an old wooden house and a 
reinforced concrete （RC） apartment. The wooden house is 
located in Niigata Prefecture known as a heavy snow region 
in winter. The house was built as highly insulated and highly 
airtight and, moreover, was divided into two sections to 
improve the heating efficiency for this experiment. The RC 
apartment, on the other hand, is in Chiba Prefecture where 
is by the Pacific Ocean and relatively warm. Insulation 
materials were applied around the wall of a room of the 
apartment. The study found that applying insulation in both 
building was effective for heating efficiency and helped 
reduce the use of heaters.
　１　目的・対象住宅★
　地球温暖化を防ぐために、世界中の多くの国々が二酸化炭素
ＣＯ2 の放出量を減らそうと努めている
＊ 1。この世情のなかで
2007 年以来、日本では灯油やガソリン等、人々のくらしに直接
かかわる物品の販売価格が著しく値上がりしている＊ 2。この値
上がりを契機に、私は、冬期の暖房用灯油等の節約を目的にし
て、住宅建築２事例について省エネルギーの実験を試みている。
この実験は建物の断熱性を高めて灯油等の燃料を節約すること
にあり、その結果は住宅の省エネルギー対策に一つのあり方を
提示するものである。
　対象とした住宅は、１）木造古民家、２）鉄筋コンクリート
造集合住宅の内の１住戸、の２事例である。以下でまず２物件
の概略を説明する。
　１）木造古民家
　この住宅は、「ぶなの木学舎 みやざわ民家研究室」と名付け
て、私が主にアトリエに用いている古民家であって、新潟県十
日町市上野に所在する。当古民家は、民家史研究の上で「中門造」
と呼称される形式＊ 3 のものである。当住宅はすでに建物全体を
高断熱高気密の仕様によって「冬も寒くない家」にしてある＊ 4。
今回の実験にあたって、中門造の本屋と中門部分の境目に新た
に断熱材をたて込んで、断熱の上から本屋と中門部分の２区画
に分割した。
　中門部分には日常生活に必要な最低限の諸設備が備わってい
る。この中門部分を日常生活の場にあて、通常の暖房空間とす
ることとした。要するに日常生活する場を建物全体でなく中門
部分にかぎって、暖房範囲を狭く限定したのである。中門の一
階には、入口である風除室と玄関ホールおよびダイニングキッ
チン、便所・洗面・浴室の水まわりが集中している。中門の二
階はアトリエ１室であって、ここに暖房用と給湯用とのボイラ
ー２基が設置してある。中門部分の建築面積は 31.31 ㎡ （ 19 尺
× 18 尺＝ 341 平方尺＝ 9.472 坪）、ほぼ 19 畳敷きにあたる広さ
がある
　２）ＲＣ住戸（鉄筋コンクリート造集合住宅の１住戸）
　こちらは千葉県北総に所在する千葉ニュータウン内の白井市
にある鉄筋コンクリート造集合住宅のなかの１住戸であって、
私の自宅はこの６階の東端にある（以下、自宅を「RC 住戸」と
略す）。RC 住戸の建物自体には設計時から断熱材は用いておら
ず、断熱性能を高くする配慮は特になされていなかった。
　今回、この RC 住戸の書斎１室を省エネルギー実験の対象に
した。書斎は長方形平面で、床面積は 7.52 ㎡＝ 2.28 坪、ほぼ四
畳半相当の広さがある。この書斎の内部全体に断熱材を張りま
わして、熱関係の上からみて独立した１室として囲み、熱効率
をよくして暖房ができるように改造したのである。
　上記の２物件について、具体的に紹介することにしたい＊ 5。
　２　諸条件の相違が大きい２事例★
　今回、対象とした上記２事例は、その立地する風土や環境は
もちろんのこと、建物を建築した時代、その後の変遷過程、形態、
材料・構造等が互に大きく異なっている。これらの諸点を書き
上げよう。
　1 ）所在地の風土と環境
　古民家、RC 住戸ともに温帯モンスーン地帯に位置するものの、
古民家は日本海側の新潟県魚沼地方の豪雪地帯にあり、RC 住戸
は太平洋側の温暖な関東地方の千葉県西北の平野部にある。両
地域の冬期の環境は、川端康成が『雪国』の冒頭で「国境の長
いトンネルを抜けると雪国であった」と両地域の違いを端的に
表している通り、実に対照的である。
　古民家は現在十日町市上野に建つが、平成八年（ 1996 ）に同市図 1　新潟県十日町市★と千葉ニュータウン◎の位置
★
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小原から上野に移築し復原再建したものである。小原と上野の
両集落とも信濃川の河岸段丘に位置し、両集落間の距離は 15 ㎞
程あるが、かつてはともに中魚沼郡に属する村であった。小原、
上野は寒冷な豪雪地域であるが、上野より信濃川の上流にある
小原の方がいくぶん寒冷で雪も多い。この地方一帯は春夏秋冬
四季の景色の変化が非常にはっきりしている。
　両集落は江戸時代以来の農村地帯であり、同じ生活文化圏に
属しており、住まいの形式は江戸時代以来、中門造の家々が分
布し、民家史の上でも同一の住文化圏にあると考えられる。
　一方の RC 住戸が立地する千葉県白井の地は、もともとは北
総の農村地帯であり、ニュータウンになった土地はかつて牧場
であり雑木林であった。昭和 44 年（ 1969 ）以来、千葉ニュータ
ウンとして日本住宅公団（1981 年に宅地開発公団と統合し「住宅・
都市整備公団」設立）によって、住宅地として開発された。
　新潟と千葉両地の冬期の気候は著しく異なり対照的である。
十日町市上野の地は、寒波がくると気温は氷点下５℃、６℃、
ほどにさがり大雪になる。十日町で雪の日が続いているときは、
千葉の地は晴天が続くという具合である。しかも現在の古民家
の敷地は、周囲がスギ林であるので、冬期には日射がほとんど
期待できない。これに対してRC住戸の方は温暖な地にある上に、
集合住宅の６階にあるので冬期にも日射が十分に期待でき、日
射がある時には南面する部屋は暖房がいらない程に室温が上昇
する。しかし、朝夕や夜間には温度が下がり、暖房をしていな
いと屋内も 10℃以下になる日が少なくない。
　さて、「エネルギーの使用の合理化に関する法律」（昭和 54 年
６月 22 日法律第 49 号　以下、省エネ法と略す）に基づく告示「住
宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する建築主の判断の基
準」が改正され、平成 11 年３月 30 日通産省建設省告示第２号
として告示された＊ 6。これが「次世代省エネルギー基準」と通
称されている告示である。次世代省エネルギー基準の地域区分
では、古民家が所在する十日町市上野はⅢ地域であるが、かつ
て古民家が所在した十日町市の旧中里村はⅡ地域である。RC 住
戸が所在する白井市はⅣ地域に分類されている。
　暖房デグリーデー（Ｄ 18-18 ）＊ 7 は、十日町市で 2924 度日、
白井に近いところの数値はないが、東京・横浜 1700 度日ほどで
ある。ちなみに仙台 2614 度日。この数値が大きい地域ほど暖房
が必要になる。暖房デグリーデー＊ 8 は１日の平均気温が 18℃以
下の日をいう。単位の「度日」は、１日の平均気温℃と18℃の差に、
年間の平均気温が 18℃以下の日数を乗じた数値である。たとえ
ば、暖房デグリーデーが 200 日で、－４℃が 60 日、０℃の日が
50 日、10℃の日が 90 日とすれば、22 × 60 ＋ 18 × 50 ＋８× 90
＝ 2930「度日」、また暖房デグリーデーが 140 日で、０℃の日
が 50 日、10℃の日が 90 日とすれば、18 × 50 ＋８× 90 ＝ 1620
「度日」となる。このような条件の違いがあるので十日町の古民
家と千葉の RC 住戸では、暖房期間や暖房方法等に違いが生ず
ることは言うまでもない。
　２）建物の創建とその後の変遷
　古民家は、江戸時代の享和三年（ 1803 ）に魚沼郡小原村（現
十日町市小原）で広田家住宅として建築された。当時の建築の
状況は広田家所蔵の普請帳によって詳しく知られる＊ 9。広田家
図 2　最上の６階にある RC 住戸 − 北から見る
　　　（地図・写真、グラフ・表には全体の通し番号をつけた）
図 3　雪の古民家 − 本屋の前面に前中門が突出する
表 4　千葉県佐倉と新潟県十日町の月ごとの気温と日照時間（気象庁）
十日町 2008 年　気温佐倉 2008 年　気温
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では平成七年（ 1995 ）に住宅を新築したので、建築後二百年に近
い年月を経過した古い住宅は不要になった＊ 10。ところで、広田
家住宅を建て替えた大きな理由の一つは、半年余も続く長い冬
期の間、家の中がひじょうに寒いことであった。広田家の建て
替えを知った筆者宮澤は、建築的文化的価値の高い同民家＊ 11 を
譲り受け、十日町市上野に移築、再建した。移築再建にさいして、
建物を建築当初の姿に復原することを原則としながらも、住宅
として日常のくらしが十分に出来ることを考慮した。そのもっ
とも重要な点は、1992 年（平成４）に改正された当時の建設省告
示 「新省エネルギー基準」＊ 12 によって、寒かった古民家に高断
熱高気密の補強をしたことである。この他に、屋根を茅葺きか
ら茅葺き風の鉄板葺きに変えた。また、本屋のもとの土間庭（い
ろりの間）は移築前にすでに板敷きに変えてあったので、当初
の土間に復原せず板敷きをそのまま踏襲した。また、中門の土
間部分は本屋の土間庭と同高の板張り床とした。この他に今後
の維持管理や居住性を考慮して変更した個所が数カ所ある＊ 13。
　一方の RC 住戸は平成元年（ 1989 ）の建築である。建築後の日
が浅いこともあって、維持管理のための外壁の塗装の塗りかえ
る修理はおこなっているが、改造などはおこなっていない。
　３）建物の形態・材料構造
　古民家は、木造で一部に二階をもつ平屋建ての「中門造」で
ある。建築した当初は、屋根は寄棟造、茅葺きで、前面の中門
の他に座敷背後に「後ろ中門」があった。壁は木舞をかいた土壁
で、外壁は土壁の上に横板張り縦桟押さえとした養生がしてあ
った。開口部は少なく各部屋に一か所を原則としているが、積
雪時の屋内採光のために各開口の上部に高窓が開く。高窓がな
いと積雪が多い時期には屋内への採光がなくなってしまう。地
面の積雪と屋根の雪がつながると高窓からも光は入らなくなる。
　一方、RC 住戸は、六階建の最上階の東端に位置し、屋根は陸
屋根でなく、東西に大棟をもつ勾配５寸の勾配屋根で、屋根ス
ラブの上に鉄板を葺いている。南面にはガラスをはめ込んだ広
い開口部がとってある。東面・北面には部屋ごとに小さな窓が
開いている。（図 13 〜 16 参照）
　鉄筋コンクリート造であるので、出入口や窓など開口部を除
けば気密性はよい。しかし、断熱に対する配慮は屋根、外壁、床、
アルミサッシ等建具にはまったくなされていない。
図 6　古民家の暖房区分・ラジエータの位置図（単位：尺）図 5　中門造古民家の外観
図中の暖色系「通常暖房空間」
　　　寒色系「低温暖房空間」
図 7　古民家中門の断面図・平面図 図 8　洗面所のラジエータ
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図10　玄関ホールからいろりの間境の縄のれんを見る
　　　 縄のれんは熊井恭子作
図 9　 中門の玄関ホール − 写真奥の縄のれんは台所境
表 11　古民家の温湿度 − 2002 年 1 月 1 日〜 20 日
表 12　古民家の温湿度 − 2002 年 7 月 10 日〜 31 日
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　３　建築性能を高める高断熱高気密の古民家★
　前項まででみたように、古民家と RC 住戸とは前提となる諸
条件が著しく異なっているものの、冬期に暖房を必要とする点
では共通している。これらの諸条件を考慮して、両住宅の断熱
性を高めることによって建築性能を上げ、暖房の効率を上げる
設計をし、施工をした。
　古民家は移築再建にあたって、前述の通り建物全体にわたって、
すでに高断熱高気密の補強がしてある。補強の概要を記そう＊ 14。
　基礎をコンクリートベタ基礎とし、基礎コンクリートの下に
気密シートを敷き、外まわりをコンクリート布基礎として、こ
の外側に気密シートを立ち上げ、さらに断熱材 （イソシアヌレ
ートフォームボード＊ 15 ）を張り、これに続く上部の外壁面の気
密シート、断熱材とつないだ。軒まわり、屋根面の下地にも同
様に断熱材、気密シートを張った。このようにして気密シート
と断熱材で建物の外側をそっくり包んだ。開口部の建具は、２
重 low-E ガラス、ガラス間の空間 12mm でなかに乾燥空気を詰
めた木製サッシを用いた＊ 16。
　高断熱高気密の仕様による屋内は、建物の床下から一階二階、
屋根裏までを一空間としてあつかっている。断熱用のボイラー
を中門２階に置き、一階７ヵ所にラジエータパネルを配置し
た（図６）。断熱気密空間の容積は 850 ㎥程ある。この空間に灯
油を燃料とする温水暖房を採用した。暖房に要する灯油は１冬
2000 ℓ程度であった。
　高断熱高気密の仕様によるこの方式の暖房では、壁材、床材
や天井材から発する輻射熱の暖かさを身体が感じるのであって、
室内の空気温度を感じるのではない。この断熱気密補強による
暖房は、室内の温度差が少く空気が移動しないので、室内の各
部分がほとんど同一の温度になり＊ 17、天井付近が著しく高く、
床面の温度が低いというような温度差は生じない。また、窓ガ
ラスやサッシの枠に、眼にみえるような結露はなく、冬期も寒
くなく快適に住むことができる。
　暖房用の灯油量を節約する目的をかなえるために、今回はと
にかく通常暖房をする空間容積を減らすことにした。既設のラ
ジエータパネルの設備や位置などを変えるようなことはぜずに
そのまま使用し、次のような施工を施した。
　先ず、中門一階部分を「通常暖房空間」＊ 18、残る中門二階か
ら上部および本屋の全体を「低暖房空間」として、二つの区画
にわけることにした（図６〜図８）。このために両空間の境目に
厚 30mm の高性能硬質ウレタンフォーム保温版 （商品名 Q1 ボ
ード ノンフロン）を断熱材としてたて込んで仕切り＊ 19、両区画
間の空気の流通ができるだけ少なくなるように努めた。また、
中門の二階床には別途保管してあった、ありあわせのマットレ
スを敷いて断熱用材として用い＊ 20、「通常暖房空間」である中門
１階の熱を２階に逃げにくくした。この他に、中門各部の開口
部に若干の断熱材を立てかけ、また、カーテン等をくわえて断
熱の効果が上がるように心掛けた。「通常暖房空間」である中門
一階の床面積は 31.35㎡（ 9.5 坪）であるので、住宅全体の建築面
積の 22.6％にあたる。通常暖房空間の容積は 78.4 ㎥であるので、
その容積の割合は建物全容積の十分の一以下である。
　なお、既設のラジエータパネルの配置は変更していないので、
本屋４ヵ所 （いろりの間の表側と裏側、茶の間の表側、座敷の
表側）、中門３ヵ所（玄関ホール，台所，洗面所）に分かれた。
　上記のように中門と本屋間に区画の仕切り等を設けることに
よって、中門の「通常暖房空間」は暖房時に 17℃〜 18℃を確保し、
その他の「低暖房空間」は暖房をまったくしていないのではなく、
ラジエータパネルの目盛りを最小限に絞り込み、外気が氷点下
図 13　6 階の RC 住戸の北面外観
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図 17　書斎の北面 − 写真の左端は外側に開く窓（展開図 C） 図 18　書斎の南面 − 写真の右端は入口のドア（展開図 A）
になる冬期でも暖房時には５℃程度の室内温度が確保できるよ
うな調整をしている。暖房用の灯油量は１日に５〜 10 ℓ程と推
定される＊ 21。
　今回の施工は自分自身でおこなった。これに要した費用は人
件費を除けば３万円程度である。手間は１人工強ほどであった。
なお、断熱材等は取り外しができるようにしてある。
　４　RC 住戸の現況と対象の書斎★
　書斎は玄関の脇にあり、建築時の設計図 （図 16 ）によると東
西 2.10 ｍ、南北 3.58 ｍ、床面積 7.518 ㎡あり４畳半に相当する
広さがある。部屋南面に廊下からの入口があり、北面に窓が開
く。東西の壁面は隣室との間仕切り壁である。天井は北半部が
屋根の勾配にしたがって斜めになっており、天井高は、外壁側
が 2.30 ｍ、内側が高く 3.20 ｍ、南半部は水平でここの天井高は
2.52 ｍである。したがって書斎の容積は 19.82 ㎥になる＊ 22。なお、
水平部分の上部は屋根裏の物置になっている（図 14 ）。
　最上階の６階の東端にあるわが家は、上下左右の４方が隣家
によって囲まれておらず、隣家と接しているのは西側と下方５
階との２方のみである。外部に面する壁や柱、屋根スラブなど
の内部仕上げはコンクリート面に直接ビニール系クロスが貼っ
てある程度であり、各部屋境の間仕切りは、下地の両側に合板
を張った薄い壁である。
　対象の書斎は、左右と南側の３方は通常暖房をしていない玄
関、洋室、廊下に挟まれている。外部に直接面するのは一見、
北側と屋根の一部の２方にみえるが、実は部屋の床の北半部は
５階の廊下の上にあるので、外気にさらされている。つまり、
床面の北半部も外気に面しているのである。
　このような条件のもとに部屋の内側の壁面・天井面・床面に
沿って厚 20mm の高性能硬質ウレタンフォーム保温版を張り詰
めた。ちなみに古民家では厚 30mm のＱ 1 ボードを用いている。
北側の窓はアルミサッシを建てこんであるが、気密性も断熱性
もよくない。ここには窓枠の内側に取り外しができるようにし
た断熱材のボードを３枚に分割して嵌めこんだ。このボードは、
いわば窓の内側に建てた雨戸のようなものである。ボードを１
枚なり２枚を外すと採光面積は半分程であるが、それでも天気
がよければ採光量は十分にある。床は、既存の木製の板床の上
に壁・天井と同様の断熱材を敷き、さらにジョイントボード
（300mm 角、厚８mm）を敷きつめた。
　暖房用の熱源として使用している器具は「電気ヒーターパネ
ル」（電気ヒーターミニパネル　R-P326、100V 320W KTE 三洋
電機株式会社 07 年製。サーモスタット付き＊ 23 ）である。ちな
みに、電気製品店では脱衣室や便所用として扱っているようで
ある。カタログでは温度調整を最大にした時の１時間当たりの
電気代を７円としている。
　上に記した仕様の断熱化と暖房器具によって、どの程度の効
果があがるかを試みたのが今回の実験の大筋である。室内温度
は 17 〜 18℃に設定しているが、その結果は最初の予想通り、こ
の小さな暖房器具で現在のところ十分に役目を果たしている。
　なお、この施工は自分自身でおこなった。工事費用は人件費
を除いて６万円程度、手間は５人工ほどであった。
　５　住宅性能と省エネ★
　今回の２事例の高断熱高気密による暖房の考え方は、建築自
体の性能を高くし、室内を暖房によって壁・天井・床などの材
料に蓄熱された熱が、放射熱として身体が柔らかく暖かく感じ
るところに特徴がある。暖房器具からでる高い熱源に手をかざ
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して直接に暖をとるような暖まり方ではない。この暖房は比較
的低い温度の熱源によって、長時間かけて室内をユックリと暖
めていく。したがって暖房時に熱風が室内を吹くようなことは
ない。熱源の温度が低いので、部屋各部全体が 17℃ないし 18℃
の一定の温度＊ 24 に立ち上がり、安定するまでに時間がかかる。
外気温度が低いときは相当に長い時間を要する。暖房設備は最
小限のものにしているので、古民家の場合、設備の能力をいっ
ぱいに上げても、建物全体の温度が立ち上がり安定するまでに
２日近くかかったが、通常暖房空間に区画した中門では半日ほ
どに短くなった。一方、RC 住戸の書斎では２時間ほどである。
　長時間かけて暖めるところが、この暖房が省エネギーになる
要点である。速く暖めようとするのであれば、古民家の場合は、
イロリで焚く薪や炭の火に手をかざすとか、暖かくなるまでの
間一時的にコタツを用いるなど様々な補助手段が必要になる。
空間が小さい書斎では、夜は湯たんぽを用いるのもよいだろう。
　今回の省エネルギーの方法は、建築全体の性能を高くして、
上記のようなゆっくりした暖め方をするものである。したがっ
て、熱源を毎日こまめに切るようなことはせずに、設定温度を
やや低めにして付けっぱなしにしておく方がよい。熱源を切っ
て室温が冷めてしまっては、立ち上がりに時間がかかり、むし
ろ省エネギーにならない。熱源を毎日切らない方が住空間とし
ても快適である。
　ところで、暖房器具の売り場では、「直ぐに暖まる」ことを暖
房器具の売り文句にしているが、これは住宅に、建築性能の高
い低いがあることを視野にして考えていない。また、省エネル
ギーをテーマとするテレビ番組でも、同じように住宅の断熱気
密性能を高くすること自体が省エネルギーにつながり、しかも
快適な住空間がえられるという視点はほとんど出てこない。
　６　暖房と省エネの実態★
　１）木造古民家
　木造古民家で区画した中門部分の暖房温度の立ち上がり状況
を、2007 年暮れの 12 月 20 日から 21 日に調べた。暖房の条件
は「通常暖房空間」は室温 17℃ないし 18℃に設定し、温水温
度を最高にするためラジエーターの温度調整目盛りを一杯に開
き、「低温暖房空間」は目盛りをしぼって最低温度を確保するこ
ととした＊ 25。
表 19　暖房温度の立上り状況 − 2007 年 12 月 21 〜 22 日
日　時 中門ホール 本屋 中門床下 外気
21 日 13:20 4.4℃ 2.℃ 6.0℃ 5 ℃
15:20 9-10. 6.7 3
17:20 10.8 5-6. 7.1 2.3
22 日 03:00 14.9
10:30 16.2
13:30 17.2 6.
15:00 17.1 4.4
　上の表がしめすように暖房のスイッチを入れてから 24 時間後
に室温はすでに 17℃を越し安定している。
　翌 2008 年２月３日の朝６時 30 分に各部の温度℃を調べた（表
20 ）。日の出前のこの時間は一般的に外気が最も低くなる時刻で
ある。外気が氷点下３℃になり、屋内温度もやや下がっている。
風除室は直接外気に面している窓ガラス面等は低く２℃、中門
ホール内も条件の違いによって２℃程度の温度差がでている。
「低温暖房空間」としてあつかっている中門２階は８℃、本屋は
５℃程度で風除室とほぼ同温度である。ラジエーターの表面温
度は、「通常暖房空間」に設置のものは 50℃代、「低温暖房空間」
に設置のものは８℃であって、当然のことであるがその温度差
は大きい。建物全体を長期間暖房しないと屋内温度は２℃、さ
らに０℃近くまで下がることはあるが、氷点下になったことは
今までに経験していない。高断熱高気密にしてない、この地域
の建物では屋内も氷点下に下がることがあるかとも思われる。
　２）RC 住戸
　２月８日の 17 時頃に小型温度記録計 （商品名 「おんどと
り」）＊ 26 を書斎、居間、玄関 （その後に玄関のものは玄関入口の
外側に移した）の３ヵ所に設置した。暖房による書斎の室温の
立ち上がり状況を具体的に観察するために、18 時 55 分に書斎
の電気ﾋｰﾀｰを点火して暖房を始めた。参考のために書斎ととも
に居間、玄関の室温もあわせてしるす（表 21 ）。
　２月９日夜から 10 日にかけて関東地方は稀にみる大雪であっ
た。ただ、千葉県白井市のこの地はほとんど降雪がなかった。
しかし１週間前の２月３日は大雪であり、畑地や日陰がちな場
所、歩道や北側の屋根面などの一部には１週間後の 10 日になっ
ても相当の残雪があった。
　２月 10 日朝から翌朝にわたって、書斎の室内温度、外気温等
をスポット温度計＊ 27 によって測定してみた（表 22 ）。書斎の暖
房熱源は「電気ヒーターパネル」であり、この他に在室のときは、
人、電灯の蛍光灯２器、ワードプロセッサー１台が熱源になっ
ていると考えられる。また室温を下げる原因として入口ドアの
開閉があり、その際一時的に 0.2℃程度下がることもある。また、
北側窓の雨戸形ボードを取り外すと２時間で 1.1℃下がっていた。
　書斎は暖房空間の容量が小さいので、暖房器具とともに人１
人の体温が熱源として大きく係わり、室温を上げていることが
わかる。人１人で１℃ほど上がる見当である。
　３）居間の室内気候（図 14、15 ）
　RC 住戸の居間は食事場を兼ねており、書斎との距離は約 10m
ある。居間南面はガラス面が大きく開き、この外側全体にベラ
ンダがある。東側は外気に面する壁面で、この北端に小さな窓
が開く。西側は隣家境との壁、北側はほぼ中央にある廊下の両
側に炊事場と和室が左右に並び、炊事場との間はカウンター、
和室の境は明障子、上部に２階 （６階の上なので７階でもある）
屋根裏部屋境の明障子をたてこんである。床は木質板張り、天
井は和室・廊下部分の前面は高く屋根勾配にしたがって南に下
がって傾斜している。炊事場カウンターの前面部分の天井は低
く、この上部屋根裏は２階から使う物入れである。居間の床面
積は、22.12 ㎡、容積は 94.2 ㎥ほどである。
　居間は、天井が高く、前記のように南面にガラス戸が広く開
き（内法 2.1 ｍ，幅 5.4 ｍ）、開放的で日当たりがよい空間である。
ただし部屋の断熱気密性は良好とはいえない。現在、暖房器具
は石油ストーブ（ 15 畳用）＊ 28 を南面の西よりガラス戸の内側に
１基おいている。また、南面のガラス戸面内側、カーテンとの
間に書斎に使ったものと同じアキレスボード（高 1.8m × 0.9m
×厚 20mm）を内側に雨戸のようにとりあえず建ててみた。昼
間はこれらボードを一か所ないし二か所に集めておくなどして
採光をはかる。小型温度記録計 「おんどとり」は、居間の北面、
炊事場南東角にあたる位置の床上約 1.35m に設置してあり、石
油ストーブからは約３m 離れている。
　冬期暖房は、通常石油ストーブの設定温度を 20 〜 22℃にし
ている。ただし居間を使っていない夜間や日当たりの良い昼間
は電源スイッチを切る。スイッチを切った翌朝６時 20 分頃の「お
んどとり」が示す温度は 11 〜 12℃である。外気温度の高低が
大きく影響するが、ストーブの電源スイッチを入れて１時間程
で設定温度の 20 〜 22℃に達する。また、「おんどとり」の温度
の値もほぼ同じ時間でストーブの設定温度に近い数値をしめす。
断熱気密性を高くした部屋の立ち上がり時間とくらべて以外に
速いと感じる。ただし、部屋の容積に対して当石油ストーブの
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表 20　古民家の屋内外とラジエーター表面温度 − 2008 年 2 月 3 日
外気 中門ホール 同２階 風除室 本屋
ラジエーター表面　　　　　
中門ホール 台所 洗面室 本屋板間
－ 3℃ 15 〜 17℃ 8℃ 2 〜 5℃ 5℃ 53℃ 55℃ 44-50℃ 8℃
表 22　暖房時の書斎の温度湿度変化 − 2008 年 2 月 10 〜 11 日
時刻 室温・湿度 外気温・湿度 備　　考　　　　　　　　　　　　　　
6:20 18.9℃・　　 3.4℃・　　 少し前に起床し、部屋を出る
7:20 18.4℃・　　 － 再び部屋に入る。室温 0.5℃下がっている
8:20 19.7℃・　　 4.4℃・44％ 室温 1.3℃上がる。窓の雨戸形ボード 1 枚外す
8:40 19.3℃・51％ 4.7℃・44％ 室温 0.4℃下がる。窓のボード外した影響
9:20 19.0℃・51％ 4.8℃・42％ 室温 0.3℃さらに下がる
10:20 18.6℃・50％ － 室温 0.4℃さらに下がる。この後に外出する
15:00 16.4℃・52％ 9.3℃・33％ 再び部屋に入る。外出の間に 2.2℃下がる  
15:30 17.2℃・51％ － 30 分間に室温 0.8℃上がる
16:00 17.6℃・51％ 8.3℃・35％ 30 分間に室温 0.4℃上がる。外気は下がる
17:00 17.6℃・53％ － 室温は変わらない
17:30 17.8℃・53％ 7.0℃・35％ 窓の雨戸形ボードを取り付ける
18:30 18.2℃・51％ 6.6℃・34％ 室温上がる。18:50 部屋を出る
20:00 17.2℃・48％ 6.4℃・42％ 無人の間は室温下がる。書斎で就寝
5:30 18.2℃・54％ 2.5℃・47％ ２月 11 日朝。夜中は室温 18℃代であった
< 電気ヒーターパネルの温度調節は高と中の間の目盛りとした）< 天気晴れ・薄曇り >
表 21　書斎室温の立上り状況 − 2008 年 2 月 8 日
17:20 18:00 18:30 19:00 20:00 備　　考
書斎　北面 8.9 8.7 8.7 8.7 13.2 18:55 電気ヒーター点火
居間　南面 14.1 18.7 20.2 ○ 17:35 灯油ストーブ点火
玄関　北面 9.1 8.6 8.1 ○ 暖房器具なし
表 23　書斎・居間の温度湿度 − 2008 年 7 月 27 〜 29 日
書斎湿
居間温
居間湿
書斎温
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能力は不足しているので、ストーブの近くは暖かいが、少し離
れると暖かくなく膝元に寒さを感じる。この点は断熱気密補強
をしてある性能がよい部屋と大きく異なっている。
　内側の雨戸用ボードの効果は厳密にはわからないが、ボード
を用いて以来、真冬の早朝でも室内の「おんどり」は 13 〜 14
℃程度の数値を示しているから、室温が冷めるのを２℃程度防
いでいるようである。現在ボードの上部は内法に対して 0.3m 程
空いているので、この部分をシッカリふさげば部屋の断熱効果
はもっと上がるものと考える。
　７　むすび★
　今回の住宅の省エネルギー対策に関する事例研究は、木造古
民家とＲＣ集合住宅の２事例にかぎられているが、この研究を
すすめていくなかで幾つかの事実が明らかになってきた。その
ことはそれぞれの個所で記してある。ここではこの事例研究の
なかで、身体が直接に感じたことをまとめてみたい。
　その第１は、快適なくらしができる室内環境を確保し、省エ
ネルギーを達成するためには、室内の暖房等を行う以前に、住
宅建築そのものの性能を高め、屋内気候をコントロールできる
ようにすることが必要条件である。高断熱高気密による補強は
建物の性能を高くする有力な一手段である。性能を高くした建
物では屋内気候が安定するから、17℃、18℃程度の比較的低い
室内温度でもそれほど寒くは感じない。
　その２は、建物の性能を高くする創意工夫を常に心掛けるこ
とが必要である。私のＲＣ住宅の場合、玄関の入口と廊下の境
にレース地のカーテンを上から床に着くところに掛けただけで
も、入口側 10℃、廊下側 12℃と２℃程度の温度差がでる。また、
熱発散がもっとも大きいサッシの内側に断熱ボードを立て込む
だけでも室内温度を２℃程度高める効果が得られる。このよう
なことは既に行われていることであるが、大きなお金を掛けな
くても創意工夫が省エネルギーを生む。
　その３は、身体を動かす適度の運動をし、身体自身を暖める
ことも有用である。そうすれば身体自身が発熱体になり、比較
的低い 17℃ないし 18℃程度の室温で寒くなく暮らせる。座って
コンピュータを打っていては寒さを感じるのだが、時には掃除
をする、雑巾掛けをする、ヨガをする、ラジオ体操をする、歩
くなど、それぞれが可能なことをして身体を動かすことは寒さ
に対して有効である。
　その４は、室内には多くの発熱体があることである。人、電球、
コンピュータ、テレビ、ラジオ等々。大空間の中では人１人の
体温が室温を高くすることなど感じとれないが、小さな空間で
はそれを実感する。
　容積が 850 ㎥程ある古民家ぶなの木学舎では、多くの人が集
ると室温の上昇が確認できる。古民家に 40 人程の人々が集まる
ことがしばしばある。このさいには室温は２℃程度上昇する。「お
んどとり」のデータを後からみても会合のあったことが読みと
れる（表 24 ）。まだ積雪が２ｍもある寒い３月 13 日にぶなの木
学舎を会場としてシンポジウムをおこなった。このさい各地か
ら 120 人の人々が集まり、室温が 24℃になった。普段にくらべ
て６℃程高い。暖房を切ったが各地から集まった人々の中には
暑いと上着を脱ぐ方もでた。これらの経験からぶなの木学舎の
室温は１人あたり 0.05℃程あがることがわかる。
　今回の実験は小さな空間で試みている。ＲＣ住戸の書斎は、
仕事をしていると１℃ないし３℃上昇する。お客さんが１人み
えると室温が２℃程度あがる。この小さな空間は室内のさまざ
まな発熱体が室温を高くしていることを直に実感させる。
＊　　　　　＊　　　　　＊
　木造古民家とＲＣ集合住戸の２事例をもとに調査研究をして
きたが、個人レベルの省エネルギー対策も、各自の創意工夫に
よっても成果をあげることが可能である。
［注記］
＊ 1 地球温暖化を防止するために、1997 年 12 月に京都で開催
された「気候変動枠組条約第３回締結国会議 （CPO3 ）」に
おいて、京都議定書が採択され、2005 年２月に発効した。
2012 年までに過酸化炭素ＣＯ2 の放出を減らすことが求め
られている。注記＊ 5 テキスト c『長寿命省エネ住宅への道』
88-89 頁「地球温暖化と京都議定書について」参照。
＊ 2 灯油の販売価格は、十日町市の私の購入先のガソリンスタ
ンドでは、木造古民家の初めての冬 1999 年１月にリットル当
たりの値段は 37 円、２月に 40 円になった。その後、50 円、
70 円と値は上がったが、急激に上がりだしたのは 2007 年から
で 11 月に 96 円、2008 年５月からはさらに急激になり、同
８月に 133 円になった。９月に 120 円に下がったが、こら
からの先行きは不明である、という。なお 2008 年 12 月に
はリットル当たり 66 円にさがった。
＊ 3 越後地方では、本屋の前面や後ろ、側面に突出する部分を
広く中門といっている。中門をもつ民家が中門造である。
豪雪地帯では積雪時に建物間の移動は困難になる。発生的
にみると、中門造は日常的に行き来が必要な建物を本屋に
接続して一つの屋根のもとに納めたのである。
＊ 4 「冬も寒くない家」に関しては、宮澤智士・安井妙子 『古民
家復権　冬も快適にくらす』（ 2001.11.3　みちのく伝統建築
研究会）参照。
＊ 5 私はぶなの木学舎以来ここ十年余、古民家に断熱気密の補
強をする改修工事にたずさわってきた。また、この経験を
もとに、平成 17 年、18 年両年度の環境省が主催した「主体
間連体モデル事業委託業務 （省エネ住宅①②）」に「住まい
と環境 東北フォーラム」の一員として参加した。この間に
委託業務に関連して次にあげるテキスト３冊を作成した。
 　a 　住まいと環境　東北フォーラム『長寿命住宅遊佐家
三百年の風格』2005.9.30 
 　b 　住まいと環境　東北フォーラム『寿命住宅小野寺家 
100 年の大空間』2005.9.30 
 　c 　住まいと環境　東北フォーラム『長寿命省エネ住宅へ
の道』2006.9.30 
＊ 6 「次世代省エネルギー基準」とは、1999 年３月に告示された
「住宅に係るエネルギーの使用の合理化に関する建築主の判
断の基準」の通称である。この基準は最初1980年に定められ、
その後 1992 年に改正された。1992 年改正の基準を通称「新
省エネルギー基準」という。この基準に対して「次世代省
エネルギー基準」は 21 世紀の住まいづくりに照準を合わせ
てさらに全面的に改正されたものである。坂本雄三監修『次
世代省エネルギー基準　早わかりガイド』2000 年 （財団法
人住宅・建築省エネルギー機構、社団法人日本建材産業協会）
参照。なお、当ガイドの表紙写真は古民家 「ぶなの木学舎」
の外観である。
＊ 7 デグリーデーとは外気の１日の平均気温が０℃以下の日を
いう。暖房デグリーデー（Ｄ18-18 ）は 1 日平均気温が 18
℃以下の日をいい暖房期間とする。18℃から外気の１日平
均外気温℃を差し引いた数値を年間で集積した数値によっ
て暖房の必要度を計る目安とする。この数値が大きい程ほ
ど暖房が必要ということになる。
＊ 8 暖房デグリーデー（Ｄ 18-18 ）の単位は「℃×日数」。「次世
代省エネルギー基準」による各地域の暖房デグリーデ （ーＤ
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18-18 ）の範囲は以下の通りである。
 　 Ⅵ＝0－500　　　Ⅳ・Ⅴ＝500－1500・1500－2600
 　 Ⅲ＝2600－3000　　　Ⅱ＝3000－3600　　　Ⅰ＝3600－
 参考文献　新田尚・野瀬純一・伊藤朋之・住明正編集『気
象ハンドブック（第３版）』2005　朝倉書店
＊ 9 広田家の享和三年（1803）の普請（建築工事）に関しては、宮
澤智士 「民家普請における衆中について」1965『物質文化』
参照。
＊ 10 家を建て替えの契機や理由はさまざまである。家の中が冬
期に格別寒いこと、建物の破損が大きくなり維持修理が困
難になってきたとき、茅葺き屋根の場合は葺き替えが必要
な時期になっても茅がないとか葺き職人がみつからないな
どで茅屋根をあきらめたとき、隣近所の多くの家が新築し
た、などがある。一方、かつての家制度の時代には、長男
が結婚する際に、建て替えや増改築することが一般的に行
われた。また、家制度が崩壊した以降の農村では、古い家
は不便であり最近の新しい住宅の方がいいという価値観の
変化もあった。さらに村落共同体の崩壊による社会の変化
にともないハウスメーカーの営業力による建て替えが圧倒
的に多い。いずれにしても建て替えの経費の用意や目安が
ついたときに建て替えている。
＊ 11 当古民家の価値として、普請帳「家作普請衆中覚帳」「家か
ため御見舞帳」があって、享和三年（1803）の建築であること
が明確であり、当時の民家の建て方の状況が明らかになる
こと、当時の当地方の上位に位置する民家であって、典型
な中門造形式であり、特にシッカリした合理的な構造とそ
の内部空間が優れていることなどがあげられる。
＊ 12 当家の移築再建は「次世代省エネルギー基準」ができる以
前であったので、1992 年改正の「新省エネルギー基準」に
したがって、高断熱高気密の住宅として施工した。前載＊ 5『古
民家復権　冬も快適にくらす』参照。
＊ 13 屋根を茅葺きでなく鉄板葺きにしたことがもっとも大きな
変更点である。
＊ 14 詳しくは前載＊ 5『古民家復権　冬も快適にくらす』参照。
＊ 15 断熱材の商品名。
＊ 16 建具は旭ガラスの木製サッシとした。外枠はアルミ製であ
るが外側と内側のアルミが接するジョイント部分にプラス
チックの断熱材が挟んであるので、外側と内側との熱は伝
わりにくいディテールになっている。全体を木製サッシに
したかったが、経費の関係でできなかった。
＊ 17 従来の暖房方式であれば、暖まって軽くなった空気は上に
あがり天井近くの温度が著しく高くなり、室内下方は冷た
い空気が集まる。こんな室内環境の場合の省エネルギーに
は、扇風機をまわして天井近くの空気を下方に移動すると
効果的と解説されたりする。このように上下で温度差が大
きい建物は建築性能がよくない証拠である。高断熱高気密
にして建築性能を高くすれば、不思議なくらい部屋全体が
同一温度になる。事実、当古民家では暖房時の一階と二階
の温度差は１℃以下であった。輻射熱による暖かさは身体
に快く感じる。
＊ 18 「通常暖房空間」「低暖房空間」は造語である。この古民家
の場合、室内温度を通常の 17℃に設定する空間が「通常暖
房空間」であり、暖房を止めないが、省エネルギーの目的
で室内温度を 17℃よりずっと低く設定する空間を「低暖房
空間」とする。
＊ 19 断熱材アキレスＱ１ボードは、１枚 910mm × 1820mm の
大きさのもので、古民家では厚 30mm、ＲＣ住宅では厚
20mm と厚さが異なるものを用いた。張りつける場所にし
たがって、あるものはそのままの大きさで、あるものは必
要な大きさにカッターナイフで切断して用いた。今回用い
たウレタンボードの表面には銀色のアルミ箔が張ってある。
ボードはやや柔らかく、出隅のところなどは多少弱いが、
とりあえずはそのままの表面を仕上げ材として見立てて張
った。
＊ 20 中門２階床に断熱材としてマットレスを敷いた。このマッ
トレスはかつて学生等が当ぶなの木学舎に来て宿泊するた
めに用意したものを仮に転用したもの。室温が８℃程度で
よければ冬期もここで就寝することは可能である。
＊ 21 今回の「通常暖房空間」の暖房用灯油量は明確でないが、
灯油タンク 200 ℓの灯油の減り方からみて１日に５〜 10 ℓ
程度と推定される。灯油の減り方は外気温の影響を大きく
受ける。
＊ 22 部屋容積の計算。（1.76m × 2.52m ＋ 1.82m × 2.30m ＋ 1.82m
× 0.9m ÷ 2 ）× 2.1m＝（4.435 ㎡＋ 4.186 ㎡＋ 0.819 ㎡）× 2.1m
＝ 19.824 ㎥）
＊ 23 暖房器は交流 100V 320W 50-60Hz 共用で、器具の寸法は幅
47 ㎝×高さ 30.5 ㎝、厚８㎝、重量 2.3kg で、横にして床に
置くことも、縦にして壁面等に掛けるなどどちらにも使え
る。発熱体はシーズヒーターである。電源スイッチはサー
モスタット一体式、温度過昇防止器の温度ヒューズは 113
℃ -10A、91-10A である。温度はルームサーモで調節でき、
温度調整のスイッチつまみは「切」、「低－中－高」とあり、
スイッチは室温が上がれば自然に切れ、下がれば入る。電
気代はスイッチつまみを「高」位置の場合１時間あたり約
７円とある。この代金は、室温 15℃で測定し、電力料金目
安単価 22 円／ Kwh として計算しているとのこと。
＊ 24 室温 17℃。暖房によるこの室温は実際にどの程度の暖かさ
であろうか。快適あるいは快適に近く感じる温度はそれぞ
れの人のそれまで暮らしてきた環境や経験によってかなり
差がある。最近にわれわれが関係して断熱気密補強をした
住宅を例にとると、低い温度を設定している家は 14℃、15℃、
高い方は 20℃程である。また、高断熱高気密にしていない
一般の住宅では 25℃とかそれ以上にしている例が多いよう
である。
 　私が感じる室温 17℃は、家の中の板の間を雑巾がけすれ
ば若干汗をかく温度であり、椅子に腰掛けてじっとしてい
れば、ひざ掛けが欲しくなる温度である。身体を動かすほ
ど寒さを感じない。豪雪地域にあるこの地で「雪掘り」を
すれば、氷点下の気温の下でも汗ビショビショになり、寒
くはなくなり、家の中に入ると大変暖かく感じる。
＊ 25 ラジエーターの目盛がしめす最低温度。
＊ 26 小型温度記録計　おんどとり Thermo Recorder TR-72S S/
N 00AA55。なお外側の「おんどとり」は途中で故障したの
で記録がとれなかった。
＊ 27 放射温度計　Spot Thermometer HT21 NO.12401937 ミノ
ルタ㈱。
＊ 28 石油ストーブの仕様は以下の通り。石油暖房機 DAINICHI 
FW－4240S 強 制 通 気 形。 燃 料 消 費 量 最 大 0.438 l/h、 最
小 0.089 l/h。 暖 房 出 力 最 大 4.20kw（ 3610kcal/h）、 最 小
0.85kw（ 730kcal/h）。標準適室木造 11 畳まで、RC15 畳ま
で。外形寸法　445mm × 508mm × 312mm、本体 465mm
×262mm。電源 100v、50/60hz。定額消費電力は最大消費
電力 308/308w（点火初期に短時間発生）、燃焼時消費電力
157/157w（大火力時）、78/78w（小火力時）。1999.12 購入。
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